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　これからの病院は、地域の先生方との連携をうまくとって、「地域で医療を支える」という気持ちが大切だと思って

います。個人情報の問題もありますが、今後は医療の情報を、例えば検査データや薬剤の情報を地域の先生方と共有し

て見られるようにすることで、より精度の高い治療ができるだけでなく、患者さんの金銭的な負担も少なくなります。

そういう意味で、地域の先生方との連携システムを構築していかなければと考えています。

　また、インフォーメーション＆コミュニケーションテクノロジー（ICT）※　を用いた医療連携も、行政と一緒に進

めていければ、日本全国で情報のやりとりができるようになると思うのです。

地域の先生方へのメッセージをお願いします

患者さんへのメッセージをお願いします

　何より、安心して受診していただければと思っています。佼成病院は、皆さんの病院です。

この地域に住んでいる皆さんの「自分たちの病院」というお気持ちで、何か要望があればぜひご意見いただければと

思います。今後は更に質の高い医療を提供させていただきたいと考えています。ですから、私たち病院スタッフと力

を合わせ「みんなでこの地域の医療を良くしていこう」と思っていただけたら幸いです。

　

　※　インフォーメーション＆コミュニケーションテクノロジー

　　　情報通信技術（IT）にコミュニケーション（Ｃ）の重要性を加えた言葉。

　　　近年、総務省も以前 IT としていた呼称を ICT と変更しています。

　

甲能 直幸
 日本耳鼻咽喉科学会専門医

 日本気管食道科学会専門医 

 日本癌治療学会暫定教育医

 頭頸部癌暫定指導医

 太平洋外科系学会日本支部会理事長

 日本気管食道科学会前理事長

 日本頭頸部外科学会前理事長 

慶應義塾大学医学部卒業。米国ニューヨークマウントサイナイ医科大学

癌センター留学。帰国後、順天堂大学、防衛医科大学を経て、杏林大学

医学部耳鼻咽喉科教授に就任。平成 22年、杏林大学医学部付属病院 病

院長就任。平成 27年３月、同病院 病院長退任後、４月に佼成病院 病院

長就任。

専門は、一般耳鼻咽喉科に加え、頭頸部腫瘍学など幅広い。

趣味は、音楽鑑賞（ジャンル問わず）、スポーツは何でも！

食べることも好き。B級グルメも大好き。（本人談）

こうの なおゆき

甲能 直幸 病院長

　  インタビュー
特集

こうの　　 なおゆき



先生は、癌の治療を得意とされています。治療法や医師としての

ポリシーなどあればぜひ教えてください。

　耳鼻科を選んだのは何がきっかけだったんですか？

　実は、高校生の将来を決める頃は建築家になりたかったのですが、「本当

に自分の望んでいるものは何か」と自問自答し、悩んだ末に気が付けば医師

への道を選んでいました。医師だった父の影響があったのかもしれませんね。

専攻の科を選ぶ時になり、耳鼻科医だった父に「父親というものは、息子に

自分の跡をついでもらうと嬉しいものなんだよなぁ」と言われ、結局耳鼻科

を選んでいました。

今から思えば、父にうまくコントロールされていたかな（笑）

それでも、父と同じスタンスを自分の息子に取ったら、息子も耳鼻科医にな

りました。親子３代、耳鼻科医です。

　

　耳鼻科の癌は、手術をすると顔の形が変わったり、話せなくなるなどの

機能障害を起こすことがあります。だから、治療にあたり患者さん一人ひと

りが求めるところが違ってきます。例え命は短くとも、機能は残してほしい

という方がいたとします。もちろん医師ですから、１分１秒でも患者さんの

命を永らえる方法を考えます。でも、果たしてそれが患者さんの真に求める

ところかと言われるとそうでないこともあります。患者さんの気持ちや希望

を、よく話を聴いて対応していくということが重要ではないかと思います。

そういう意味で言えば、私のポリシーは「コミュニケーション」でしょうか。

　耳鼻科は言葉通り「みみ・はな・のど」を診る診療科だと思われている方が多いと思い

ます。でも実は耳鼻科はとても幅広い診療科で、耳は「聴く」、鼻は「匂いを嗅ぐ」、喉は

「話す」「物を食べる」など、生活に重要な「感覚器」に関係している部門なんですね。

齢を重ねて衰えていく感覚器をいかに回復させるか、また、言葉を返せば、いかにして機

能を低下させないかということについては、今後重要な問題になってくると考えています。

また、癌などは年齢関係なく、20代、30代の方でも罹患されます。人間にとって重要な

「感覚器」の診断から治療、しかも手術や化学療法などの幅広い治療まで一つの診療科で

診る耳鼻咽喉科は、非常にデリケートでダイナミックな診療科だと考えています。

先生の専門は耳鼻科ですが、総合病院において耳鼻科はどんな診療科なんでしょうか？

杏林大学医学部付属病院という大病院から、佼成病院の院長に就任

されました。何か心境の変化はありましたか？

新年あけましておめでとうございます新年あけましておめでとうございます

甲能 直幸
 病院長
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ュー
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 病院長
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　皆さま、佳いお年をお迎えのこと

と存じます。職員一同、皆さまの新

春を心からお慶び申し上げます。

　2016 年初めての佼成病院だより

では、甲能直幸病院長のインタビュ

ーを特集します。甲能院長は、昨年

春に杏林大学医学部付属病院の院長

を退任、当院の院長に就任いたしま

した。今回は普段なかなか知ること

のできない、医師としての思いや、

この病院に対する思いをたっぷりと

お届けします。

　いえ、基本は同じだと思っています。杏林も、佼成病院も、理念は「安全で質の高い

医療を提供」という意味で同じなんです。ですからあまり大きな心境の変化はなかった

ですね。安全な医療、質の高いサービスを患者さんに提供するためには、まず病院の経

営がしっかりしていないといけないと考えています。設備や人員の補充をする際も安定

した経営は不可欠です。これも以前から取り組んでいたことですから、大きな違いはあ

りません。何より、病院のスタッフがみんなで同じ方向を向いて、同じ目線で歩調を取

っていくことが必要だと思っています。みんなで「良い病院にしよう」という気持ちを

持つこと、それが大切ではないでしょうか。

　耳鼻科を選んだのは何がきっかけだったんですか？のは何がのは何がのは何が　耳　耳鼻科を選んだのは　耳鼻科を選んだのは　耳鼻科を選んだのは
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♪ 生粋の耳鼻科医として

♪ 病院長として

　今後、力を入れていきたいことは何ですか？

　そうですね、やはり各診療科の特長を引き出していくということでしょうか。

例えば耳鼻科で言うなら、「鼻の手術、頸部の手術に関しては、他の病院に負けない」という得意分野を洗練させて、

究めていくということです。「この病気になったら佼成病院に行けばいい」と患者さんに思ってもらえるようになると、

病院全体の質が向上していくと思うのです。もちろん、一朝一夕にできるものでもないと思います。でも一つひとつ

の診療科で、時間を掛けて得意分野を伸ばし、地域に根ざしていくことができればいいと考えています。
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